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学 位 論 ⽂ 題 名 
 

Systematic biology and sexuality in the genus Scytosiphon (Scytosiphonaceae, Phaeophyceae) 
（褐藻カヤモノリ属（カヤモノリ科）における系統分類，生殖隔離，生殖様式について） 

 
博⼠学位論⽂審査等の結果について（報告） 

 
近年の分⼦系統学的解析法の発達により，褐藻類でもそれにより新たな系統関係や

隠蔽種の発⾒がされている。しかしながら，分⼦情報による種境界解析は，交雑実験
など他の⼿法いよる検証はほとんどされていない。本学位論⽂では，⽇本産の褐藻
Scytosiphon 属と Planosiphon 属について，複数遺伝⼦を⽤いた分⼦系統解析を⾏う
とともに，交雑試験を⾏い，どのような⽣殖隔離機構が存在するのか調べた。分⼦系
統解析は，Scytosiphon では少なくとも 6 種の隠蔽種（種 1‒6）の存在を⽰唆した。
交雑試験では，種１‒5 間では接合前隔離（配偶⼦不和合性）が広く観察されたが，種
6 は種 1 以外の種と雑種接合⼦を形成し，接合前隔離が未発達であった。Planosiphon
では，分⼦系統解析は 3 種の隠蔽種（種 i‒iii）の存在を⽰唆し，交雑試験では，種 i
と種 ii は配偶⼦不和合性により完全に隔離されていることが⽰された。これらの結果
から，⽇本の Scytosiphon は 6 種，Planosiphon は 3 種を含むものと結論し，Scytosiphon 
4 新種（S. shibazakiorum，S. tosaensis，S. arcanus，S. subtropicus），Planosiphon 1
新種（P. nakamurae）を記載した。 

また，褐藻類の野外集団では，無性的にのみ繁殖していると考えられる集団の存在
例が報告されてきたが，分⼦情報も利⽤した詳細な研究はこれまでなかった。本研究
では，Scytosiphon 属の単為⽣殖に注⽬して野外集団の⽣殖様式を調査した。S. 
shibazakiorum の有性⽣殖集団において，単為⽣殖の繁殖への寄与を調べたところ，
その繁殖への寄与（4.8％）は有性⽣殖のそれ（95.2％）と⽐較してずっと⼩さかった。
⼀⽅，S. lomentaria と S. promiscuus において，メス個体のみからなり単為⽣殖によ
り繁殖する，単為⽣殖集団を発⾒した。両種とも，単為⽣殖集団は寒流域ないしは波
当たりの強い地点に偏っで分布していた。核ゲノムの 522‒865 遺伝⼦座の⼀塩基多
型情報を⽤いた集団遺伝学的解析と系統解析では，S. lomentaria と S. promiscuus の
それぞれで，単為⽣殖系統が少なくとも 2 回進化してきたことが⽰唆された。また，
単為⽣殖集団のメス配偶⼦は，有性的形質（性フェロモン⽣産能，および，⼀部の系
統ではオス配偶⼦との融合能⼒）を失う（もしくは抑制している）⼀⽅で，無性的形
質（⾼い単為発⽣能⼒，および，⼀部の系統では⼤きな配偶⼦サイズ）を獲得してい
ることが明らかとなった。 

本論⽂は，褐藻類の種の状況の理解に⼤いに貢献するものであるとともに，単為⽣
殖集団の進化についても重要な発⾒を含んでいる。よって著者は、北海道⼤学博⼠（理
学）の学位を授与される資格あるものと認める。 

 


